








「 8 台小字典」 I (1898)、f日台大辞典』 (1907) 、「日台小辞典J (1908) 、
f台日大辞典」 (1931•32) 、「台日小辞典」 (1932) 、「新訂 8 台大辞典上巻」2 (1938)
また、台湾総’径府以外の組織から出版された日本語と台湾語の対訳辞杏は、下記の 3 冊で
ある。














3 この辞世は現存しないが、呉 (1955) で、台湾語と日本語の対訳辞柑として紹介されている。
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温州、 寧波、 南京、 北京）の甜音と域外漢音（朝鮮、安南）を比較して、I蜀南語の特徴を明









纂される際に参考にされた 5冊の先行辞世（「和英諮林集成」 4 (1886) 、「日本大蹄林』 (1894) 、
『帝国大辞典J (1896) 、「言海J (1889-1891) 、「ことばのいづみJ (1900) ）にも、「カンキリ」
という語は挙げられていない。缶詰は1804年にフランス人によって発明され、日本では1877
年に長崎に県立缶詰試験場が設立されたが、 一般に普及したのは日消戦争 (1894-95) 、 8 露
戦争 (1904-05) の軍用食として利用されてからである。時代的な背景から考えても、 缶詰
のふたを切り開く道具である「カンキリ」という語の初出は、「日台」まで遡ることができ
ると言えよう。「日台」のア行と力行の見出しt呑において、 5冊の先行辞咎に挙げられてお























































































見出し語 （ガンギ）、 品詞（名）、 見出し語の漢字表記（雁木）、 用
法（「 」の語） や日本語の意味（ ）内の語）、台湾語訳語（「 」


























「カヤル」は宮山県、 和歌山媒、 愛媛県で使用が見られる。 このような方言語形の採録状況
について、「日本方言大辞典」（以下、「方首l)と「日国」を参考にして、 調査を行った。す
ると、 「オイサン（伯叔父）J「コイイ(i農）」 などの方言語形があるほか、 説明が方言の意味
に偏る見出し語が見られた。「E台」のア行と力行で、 方言語形の見出し語や、 方言の意味
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で説明されている語は、40語である（使用地域の内訳は、表（一）を参照されたい）。中でも｀























大胆［大胆）。狡栴［悪賢い。 ずるい】。横逆［暴店）。 ● （駿傲）看人妹妹（人を
見下す）。










「日国」（横道） （名） （方首）1．傍若無人なさま。大胆なさま。 むてっぼうなさま。 京都
























「日台J （軍師）軍師［軍師。参謀】。 参謀【参謀l。● （黒恭）抽後線的［（教唆）糸を引く｝。
「日国」（軍師） （方言）2．悪い計略をする人。策謀家。愛媛県大三島。
(10)「コイイ」
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表（一） 「日台大辞典」ア行・ カ行における、 方言栢梨の使用地域の一覧表
数ア アア イエ オオ オオ オオ カカカカカカ カカカカカカカカカカガガ キキ ギキ キキグググココ
キ ラキ ＊ォ 夕 夕 夕 夕 ナ スッ ツ ェ 夕 ナミ フ`“ フ← イ ツ ウ シ 七チ· オ シ 夕 夕 ツ ツ ヤヤ ン ン ヶ ギツ J< ン ャ イホ ガッ ヽ· ド クコ コ キ グ ヒッ ペ ガ コヒ ウク キ ス 夕 グ ') ッ




岩手凩2 ． ． 
宮械姐0
山形県2 ． ． 
福島屈3 ． ． ． 
茨城県1 ． 






長野閉2 ． ． 
山梨限I ． 
新潟県4 ． ． ． ． 
訂山県3 ． ．． 
石川昂） ． 
掲井� 1 ． 
而岡県 2 .  ． 
愛知県2 ． ． 
岐阜県4 ． ． ． ． 
三重屈3 ． ． ． 
滋＂県3 ．． ． 
京郡府5 ． ． •
・
． ． 
大阪府5 ． ． ． ． ． 
兵I,,（県4 ．． ． ． 
安且屈I ． 
い和源 7 ． ． ． ．  ． ． ． 
図山県5 ● ． ． ． ． 
広品iし7 ． ． ．． ． ． ． 
・（サ取限 I ． 
島恨県6 ． ． ．． ． ． 
山口県3 ． ． ． 
也i\l,II 3 ． ． ． 
行］Il凩5 ． ． ． ． ． 
愛妓昂15 ．． ．． ．．． ． ． ．．． ． ． ．
高知県3 ． ． ． 
椙図県1 ． 
大分Ill 3 ． ． ． 






員児QB 2 ． ． 
沖縄氾I ． 
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2-2 「伊憐松山方言集」「愛媛の方言ー語法と語彙jとの比較
2-1節の15語のほかにも、「 8 台Jには、 愛媛方言と同じ意味で使われている語が、 かなり















(16)「オテントオサマ」「日台」（御天道様）天公［神。 天帝l。●（日）日公［ 日の光l。 8頭公［御
日様l。 「松山」（オテントサマ）神様、 天。（東京では太股をさす）
{17)「キャイ」「日台」（氣合）「ーガ悪イ」哀哨［気持ちを悪くする】。 「愛媛J気持。
(18)「オイサン」I日台j （伯叔父） （伯）阿伯［父の兄。伯父さん］。● （叔 ）阿叔 ［父の弟。
叔父さん］。「松山J「ヲイサン」伯．（叔 ）父さん、 小父さん。
(19) 「カズエル」「日台j（数）節【数える】。数［ 数える】。 「松山」数へる。



















図「ナスクル」「日台J （途抹）抹住［揉り付ける］。 「松山』途る。 「愛媛」施りつける。
困「ハサケル」「日台」（挟）挟【挟む）。挿（差し挟む）。 「松山」挟む。 「愛媛Jはさむ。
































09) 「スケル」 r日台」（助） ● （敷）敷［敷く］。「七リンニ瓦オー」、洪櫨硝碑仔［七厘にレン
ガを敷く］。 「松山』或物の下に他の物を敷く。
図「ノケル」「日台J （除） •「貯」蔵下得［しまい込む】。 「松山」仕舞ふ。「愛媛」しまっ
ておく。
(5n「マワリ」「日台J （廻） ●「私ノ ー」輪滸我［私の番になる］。 「愛媛j順番。











究と裔砂語研究の権威とも言われるほど、 台湾語、 裔砂語研究に大きな貢献をした。 1936年、
退官し、松山での余生も台湾諸言語の研究に精力を注いだ。 1947年没、享年78。
小川尚義は、愛媛県松山市で生まれてから、松山中学校を 17歳で卒業するまで、 つ まりは
言語形成j町を愛媛県で過ごした。 小川尚義が愛媛方言話者であったことが、 r日台Jの見
馬淵 (1974) を元に、酒井 (1994) を参考にした。
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洪惟仁 1994 「小JI!尚義奥高本漢漢語語音研究之比較一兼論小川尚義在漢語研究史上應有的地位」
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